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に
よ
り
40
年
と
な
っ
て
い
る
。

黒
川　

耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
設
備
な
ど

年
次
的
な
改
修
計
画
が
あ
る
の
か
。

市
長　

古
い
施
設
も
あ
り
順
次
、
管
路

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

黒
川　

将
来
、
改
修
な
ど
に
多
額
の
費

用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
交
付

税
の
減
額
、
大
型
事
業
の
起
債
償
還
に

よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
市
民
の
生

活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
あ

っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

将
来
、
財
源
確
保
の
た
め
の
値
上
げ
な

ど
極
力
し
な
い
よ
う
、
無
駄
な
事
業
を

抑
え
て
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、「
住
み
や
す
い
高
梁
」
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
生
活
に
か
か
る

料
金
が
安
い
こ
と
も
大
き
な
要
素
で
あ

る
。

黒
川　

高
梁
市
の
在
宅
訪
問
診
療
の
現

状
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　

民
間
施
設
を
含
め
3

施
設
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
24
時
間
体
制

で
実
施
し
て
い
る
。
川
上
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
平
成
26
年
度
1
月

ま
で
に
訪
問
診
療
利
用
者
が
実
数
で

４
２
３
人
、
訪
問
件
数
は
１
８
０
４
件

で
あ
る
。

黒
川　

成
羽
病
院
の
在
宅
訪
問
診
療
の

現
状
を
問
う
。

病
院
事
務
長　

昨
年
10
月
に
病
院
内
に

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
。

現
在
、
月
に
10
件
程
度
の
訪
問
診
療
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
連
携

を
深
め
在
宅
診
療
、
在
宅
看
護
の
需
要

に
応
え
て
い
き
た
い
。

黒
川　

高
梁
市
の
簡
易
水
道
と
上
水
道

の
配
水
管
の
耐
用
年
数
は
何
年
か
。

産
業
経
済
部
長　

公
営
企
業
法
の
基
準

●高梁市の在宅訪問診療の現

状について

●簡易水道について

黒川康司

簡易水道の年次的な
改修計画があるのか問
う

１００％普及を目指す。
あわせて、順次、改修
を行う

産
業
経
済
委
員
会

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

委
員　

市
民
生
活
に
根
ざ
し
た
道
路
管

理
に
徹
し
て
も
ら
い
た
い
。

�

（
全
員
一
致
で
可
決
）

高
梁
市
松
山
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

委
員　

他
の
施
設
に
も
か
か
わ
る
こ
と

だ
が
、
用
途
や
目
的
の
終
わ
っ
た
施
設

は
、
そ
の
時
点
で
見
直
し
を
か
け
て
整

理
す
べ
き
で
あ
る
。（
全
員
一
致
で
可
決
）

平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

委
員　

繰
り
越
し
を
抑
え
て
、
な
る
べ

く
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
べ
き
で
あ

る
。�

（
全
員
一
致
で
可
決
）

委
員　

新
年
度
で
は
、
市
民
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど
、
地
域
活
動

を
支
援
す
る
制
度
が
で
き
て
お
り
、
公

民
館
活
動
の
推
進
体
制
を
市
内
公
平
に

整
え
る
こ
と
に
は
賛
成
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

倉
敷
市
及
び
高
梁
市
と
の
高
梁
川
流

域
連
携
中ち
ゅ
う
す
う枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連

携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

委
員　

連
携
中ち
ゅ
う
す
う枢
都
市
（
倉
敷
市
）
に
、

よ
り
多
く
の
資
本
投
下
を
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
反
対
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

委
員　

旧
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
に
つ
い
て

７
０
０
０
万
円
近
い
金
額
を
国
庫
に
返

還
し
て
い
る
。
市
民
合
意
が
得
ら
れ
る

こ
と
で
は
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
27
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予
算

委
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

予
算
、
吉
備
国
際
大
学
の
入
学
奨
励
金

や
広
報
費
補
助
金
、
複
合
施
設
建
設
予

算
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
反
対
す

る
。�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　

３
月
16
日
総
務

文
教
委
員
会
、
17

日
市
民
生
活
委
員

会
、
18
日
産
業
経

済
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
執
行
部
提
出
の
議
案
と
陳
情
・

請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
意
見

総
務
文
教
委
員
会

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

委
員　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本

化
し
、
市
長
が
教
育
長
を
任
命
で
き
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
恣し

意い

的
に
任
命
さ
れ

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
公
平
性
、
透
明

性
確
保
の
観
点
か
ら
も
反
対
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

高
梁
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

委
員　

合
併
前
の
経
緯
で
、
公
民
館
活

動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
あ
り
方
を

整
理
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
が
、

公
民
館
分
館
の
廃
止
が
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

高
梁
市
退
職
職
員
の
再
就
職
に
関
す

る
取
り
扱
い
要
綱 

策
定
を
検
討
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

委
員　
「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立

行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
、
退
職
管
理
に
関
す
る
こ

と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不

採
択
に
す
べ
き
。

�

（
全
員
一
致
で
不
採
択
）

場
外
馬
券
場
の
設
置
に
反
対
す
る
陳

情
委
員　

市
民
の
税
金
で
建
設
し
た
施
設

を
場
外
馬
券
場
に
す
る
こ
と
に
は
問
題

が
あ
る
。

委
員　

旧
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
周
辺
に
は
、

子
供
た
ち
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
が
多
く
あ
り
、
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
よ
い
影
響
は
与
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。

委
員　

場
外
馬
券
場
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
、
場
外
馬
券
場
を
旧
「
ゆ
・

ら
・
ら
」
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
意

見
を
聞
き
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
市

民
に
意
見
交
換
の
機
会
を
提
供
す
る
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
継
続
審
査
に
す
べ

き
。�

（
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
）

市
民
生
活
委
員
会

高
梁
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

委
員　

国
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る

べ
き
こ
と
が
、
地
方
分
権
の
も
と
市
町

村
へ
下
ろ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
い

っ
た
流
れ
を
批
判
す
る
意
味
か
ら
も
反

対
す
る
。�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

高
梁
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
27
年
度
高
梁
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

委
員　

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
消
費

税
が
上
が
る
中
、
さ
ら
に
市
民
負
担
が

増
す
こ
と
に
な
る
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
に
は
反
対
す
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
27
年
度
高
梁
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

委
員　

基
金
を
取
り
崩
し
て
、
保
険
税

を
据
え
置
く
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

保
険
税
の
引
き
上
げ
を
前
提
と
し
た
予

算
に
は
反
対
す
る
。

�
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

年
金
削
減
の
取
り
止
め
と
最
低
保
障

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願

委
員　

年
金
制
度
は
、
将
来
を
見
据
え

た
財
源
の
確
保
も
含
め
て
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
す
る
も
の
で
採
択
す
べ

き
。

委
員　

人
口
減
少
や
、
受
給
者
数
と
被

保
険
者
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る

中
で
、
や
む
を
得
な
い
国
の
措
置
で
不

採
択
に
す
べ
き
。

�

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

産業経済委員会では、議案審査の前に全員で現場を
視察、確認しています。

（写真は、広瀬の雨水ポンプ場工事現場）
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